
 

 

 

           自校の平均正答率と県の平均正答率との比較 

 国語 算数 

上柴西小 下回った 下回った 

埼玉県 ６９ ６４ 

全国 ６７．７ ６３．４ 

 

※質問事項は質問紙調査より抜粋したもの     

※「している」「どちらかといえばしている」を合わせた値（単位 ％） 

 質 問 事 項 上柴西小 埼玉県 全国 

生
活
習
慣 

朝食を毎日食べている ９４．２ ９４．４ ９３．７ 

毎日、同じくらいの時刻に寝ている ９１．９ ８４．５ ８２．９ 

毎日、同じくらいの時刻に起きている １００ ９２．３ ９１．６ 

学
習
習
慣 

分からないことや詳しく知りたいことがあったときに、自分で学

び方を考え、工夫することはできている 
８３．７ ８３．３ ８０．７ 

学校の授業時間以外に、普段１日当たり１時間以上、勉強をする

（学習塾や家庭教師、ICT を活用して学ぶ時間も含む） 
７２ ５８．５ ５４．６ 

土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たり１時間以上勉

強をする 
６２．８ ５０．８ ４８．６ 

放課後や週末に、家で勉強や読書をして過ごすことが多い ４６．５ ５０．２ ４９．３ 

教
科
へ
の
関
心 

国語の勉強は好きだ ５９．３ ６３ ６２ 

国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う ８９．５ ９４ ９３．２ 

算数・数学の勉強は好きだ ６８．６ ６０．４ ６１ 

算数・数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う ９４．２ ９４．８ ９４．１ 

主
体
的
・対
話
的
な
学
び 

授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいた ８８．４ ８５．４ ８１．９ 

授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、

話の組立てなどを工夫して発表していた 
７５．６ ７３．３ ６７．６ 

授業では、各教科などで学んだことを生かしながら、自分の考えをまとめる活動を行っていた ８７．２ ８４ ７９．６ 

学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気付いたりすることが

できた 
８６．１ ８８．９ ８６．３ 

そ
の
他 

自分には、よいところがあると思う ９４．２ ８５．９ ８４．１ 

将来の夢や目標をもっている ８１．４ ８３．６ ８２．４ 

人の役に立つ人間になりたいと思う ９７．６ ９６．２ ９５．９ 

今住んでいる地域の行事に参加している １．２ ３．３ ４．４ 

【質問紙分析】 

 ・「学校の授業時間以外に、普段１日当たり１時間以上、勉強をする（学習塾や家庭教師、 

ICTを活用して学ぶ時間も含む）」割合が県、全国の割合と比べて高いのは、学年の実 

令和６年度 全国学力・学習状況調査の結果（上柴西小学校） 

平均正答率 

児童生徒質問紙調査の結果と分析 



態に合わせた適度な量や反復学習を中心とした家庭学習に取り組んでいるためだと考

えられる。 

 

 ・「土曜日や日曜日など学校が休みの日に、１日当たり１時間以上勉強をする」割合が県、 

全国の割合と比べて高いのは、前もってテストの日程を児童に知らせたり、家庭でもで 

きる学習を積極的に伝えたりしているためだと考えられる。 

  

 ・「今住んでいる地域の行事に参加している」割合が県、全国と比べて低いのは、コロナ 

禍の影響で今までの行事が縮小、中止したことが原因である考えられる。そのため、Ｐ 

ＴＡ理事、中学校区と連携して新たな行事を企画する必要があると考えられる。 

 

 

 

【国語】 

○３二（２） 出題の趣旨は、「人物像を具体的に想像することができるかどうかをみる」

であるが、授業において、自分の考えを発表したり、友達の考えを聞いたりする活動

を取り入れている結果だと考えられる。 

 

○３三 出題の趣旨は、「人物像や物語の全体像を具体的に想像したり、表現の効果を考

えたりすることができるかどうかをみる」であるが、授業において、授業の振り返り

をしたり、授業の終末にまとめたりと、書く活動を取り入れている結果だと考えられ

る。 

 

○３四 出題の趣旨は、「日常的に読書に親しみ、読書が、自分の考えを広げることに役

立つことに気付くことができるかどうかをみる」であるが、普段から読書する習慣が

身に付き、資料を読み取る力がついている結果だと考えられる。 

 

●１二（１） 出題の趣旨は、「話し言葉と書き言葉との違いに気付くことができるかど

うかをみる」であるが、話し手が説明をする時に、句読点で句切らず聞き手にとって

分かりにくい説明になってしまったため、言葉の順序に気を付けて短い文に区切った

話し方に変えたことを捉えることができていないためだと考えられる。 

 

●２(１) 出題の趣旨は、「目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係付けたり

して、伝えたいことを明確にすることができるかどうかをみる」であるが、メモから

集めた情報の共通点を考えていることを捉えることができていないためだと考えられ

る。 

 

●２三ア 出題の趣旨は、学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使う

ことができるかどうかをみる」であるが、「競技」の「きょう」または「ぎ」のどちら

か一方は書けているが、もう一方は書けていない。いずれも書けていないのは、漢字

全国の平均正答率と比較して大きく上回った問題○と課題のある問題●とその理由 



の定着ができていないためだと考えられる。 

【算数・数学】 

○３(３) 出題の趣旨は、「球の直径の長さと立方体の一辺の長さの関係を捉え、立方体

の体積の求め方を式に表すことができるかどうかをみる」であるが、授業において答

えを導くための見方・考え方を分かりやすく指導し、朝学習や家庭学習など繰り返し

取り組んだ結果だと考えられる。 

 

○３(４) 出題の趣旨は、「角柱の底面や側面に着目し、五角柱の面の数とその理由を言

葉と数を用いて記述できるかどうかをみる」であるが、授業において自分の考えを説

明することを取り入れている結果だと考えられる。 

 

●４(２) 出題の趣旨は、「速さが一定であることを基に、道のりと時間の関係について

考察できるかどうかをみる」であるが、一方が□倍になれば、もう一方が□倍になる

見方・考え方ができていないためと考えられる。 

 

●５(２)  出題の趣旨は、「簡単な二次元の表を読み取り、必要なデータを取り出して、

落ちや重なりがないように分類整理することができるかどうかをみる」であるが、表

の縦の項目、横の項目の見方を正しく読み取れていないためと考えられる。 

 

●５(４)  出題の趣旨は、「示された情報を基に、表から必要な数値を読み取って式に

表し、基準値を超えるかどうかを判断できるかどうかをみる」であるが、条件を満た

すための求め方が理解できていないためだと考えられる。 

 

 

 

【国語】 

・話し言葉と書き言葉との違いを捉えられるように、日々の授業で発表すること、書く

ことを習慣としていく。 

・目的や意図に応じて、集めた材料を分類したり関係付けたりして、伝えたいことを明

確にするために、イメージマップ等思考ツールの使い方を再度指導していく。 

・学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことができるように、家

庭学習の充実をより一層図るとともに、辞書等で言葉の意味を調べる活動を取り入れ

ていく。 

 

【算数・数学】 

・今回課題となった問題は、①速さが一定であることを基に、道のりと時間の関係につ

いて考察できること、②簡単な二次元の表を読み取り、必要なデータを取り出して、

落ちや重なりがないように分類整理することができるようにすること、③示された情

報を基に、表から必要な数値を読み取って式に表し、基準値を超えるかどうかを判断

することができるかである。三つの共通点として、授業だけでは定着しにくいため、

課題への取組・改善策 



他の授業や実生活で活かせるように、指導の改善、年間指導計画の見直しを図ってい

く。 

【その他】 

・算数、国語ともに、記述式の問題に対し、全体的に解答欄がいっぱいになるまで、自

分の考えを書こうとしていた。本校の学校研究課題である国語科の授業をとおして、

表現力を身に付けさせる取組が結果として表れているため、本校の強みとして継続し

て取り組んでいきたい。 

・週１回取り組んでいる学力向上プロジェクトをはじめ、コバトンプリント、過去問等

様々問題に取り組めるように環境を整えていく。 

 


